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町
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
福
祉
、
教
育
、
産
業
の
振
興
、
文
化
の
向
上
な
ど
、

町
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
や
、
多
年
に
わ
た
り
町
行
政
に
尽
力
さ
れ
た
方
、

高
額
の
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
の
表
彰
が
決
定
し
ま
し
た
。
町
行
政
へ
の
多
大

な
る
功
績
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

三箇　正子
（石神台）

元民生委員児童委員

関野　キク
（大磯）

元民生委員児童委員

吉川　松男
（国府新宿）
元消防団員

稲村　百合子
（東町）

図書館おはなし
ボランティア

宮島　圭子
（国府本郷）
図書館おはなし
ボランティア

熊田　美江子
（大磯）

図書館おはなし
ボランティア

近藤　美智子
（国府本郷）
多額寄附

児玉　佐妥子
（東町）

元社会教育委員

小島　康次
（国府本郷）
元社会教育委員

和田　勝治
（平塚市）
元社会教育委員

小
諸
市
区
長
会
（
小
諸
市
）

　
　
　
　

多
額
寄
附

株
式
会
社 

ア
マ
ダ
（
伊
勢
原
市
）

　
　
　
　

多
額
寄
附

故 大堀　清子
（大磯）
多額寄附

横溝　千鶴子
（東小磯）
多額寄附
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彰
者
が
決
定

　

平
成
22
年
12
月
１
日
付
け
で
、
53

人
の
民
生
委
員
児
童
委
員
が
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
活
上
の
悩
み
や
心
配
ご
と
な
ど

を
お
持
ち
の
方
は
、
あ
な
た
の
お
住

　

が
決
ま
り
ま
し
た
！

◎
問
い
合
わ
せ　

保
険
福
祉
課　

☎
内
線
３
０
３

◎
問
い
合
わ
せ

　

政
策
課　

☎
内
線
２
１
３

ま
い
の
地
区
の
民
生
委
員
児
童
委
員

に
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
民
生
委
員
児
童
委
員
の

連
絡
先
に
つ
い
て
は
、
保
険
福
祉
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。委員定数：53 人

任　　期：平成 22 年 12月1日～平成 25 年 11月30日

 ☆は新任の方

地　区 氏　　名 地　区 氏　　名 地　区 氏　　名

東　町

長者町

山王町

神明町

北本町

北下町

南下町
南本町
茶屋町

 ☆ 越水　とも子
 　 曽根田　裕子
 　 永樂　和子
 ☆ 佐野　千代子
 ☆ 淺井　義雄　
 　 田中　幸子
 ☆ 安池　幸子
 ☆ 佐藤　德子
 　 山口　伊代子
 　 吉岡　昭一
 ☆ 荒金　澄江
 　 山田　操
 　 成瀬　加代子
 　 綿貫　文子
 ☆ 眞間　芳雅
 ☆ 鈴木　實
 ☆ 圡屋　隆夫
 ☆ 二見　惠子

 ☆ 坂本　きみえ
 　 植地　素子
 ☆ 福西　照子
 　 荻原　まさみ
 　 鹿内　美津子
 ☆ 加藤　君代
 　 土屋　キク江
 　 栁田　和江
 　 山田　榮美子
 ☆ 岩田　隆
 ☆ 配島　登志子
 　 志澤　敦
 　 添田　和子
 　 吉川　紀久江
 ☆ 仲川　鴻平
 　 安藤　憲和
 ☆ 松島　ケイ子
 ☆ 德永　照美

 ☆ 中村　眞弓
 ☆ 近藤　作太郎
  　蔦木　美津江
 　 髙野澤　均
 　 杉山　貞彦
 　 簑島　肇
 ☆ 武川　力也
 ☆ 二宮　勇治
 　 眞壁　亜津子
 　 杉﨑　千枝子
 　 土方　澄江
 ☆ 坂井　節子
 ☆ 熊澤　信雄
 ☆ 三武　早苗
 ☆ 土井　羊子
 ☆ 天野　美佐子
 　  吉良　陽子

裡　道 馬　場

月　京

生　沢

石神台

主　任
児童委員

寺　坂
虫　窪
黒　岩
西久保

国府新宿台　町

西小磯東

西小磯西

中　丸

馬　場

高　麗

（敬称略）

新町長が就任!!

・
昭
和
17
年
８
月
６
日
富
山
県
生
ま
れ

・
大
阪
育
ち

・
大
磯
に
住
ん
で
30
年
、
医
師
と
し
て
、

ま
た
将
来
の
医
師
を
育
て
る
教
育
現

場
で
病
気
だ
け
で
な
く
、
人
々
の
心

と
向
き
合
っ
て
き
ま
し
た
。

・
姉
妹
都
市
協
会
会
長
と
し
て
国
外
姉

妹
都
市
へ
の
高
校
生
派
遣
事
業
を
実

施
す
る
中
、
次
世
代
育
成
の
大
切
さ

を
実
感
し
て
お
り
ま
し
た
。

・
趣
味
は
囲
碁
、
将
棋
、
サ
ッ
カ
ー

・
座
右
の
銘
は
「 

忠 

恕 

」

中
﨑
町
長
の
横
顔

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

平
成
23
年
の
輝
か
し
い
希
望
に
満

ち
た
幕
開
け
を
、
皆
様
と
と
も
に
迎

え
ら
れ
ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
磯
町
と
国
府
町
合
併
56
年
目
に

第
９
代
町
長
と
し
て
11
月
に
選
出
さ

れ
、
多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
町
政
を
お
任
せ
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
か

ら
託
さ
れ
た
期
待
と
責
任
の
重
さ
を

感
じ
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
新

年
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

数
々
の
歴
史
と
豊
富
な
自
然
の
恩

恵
が
受
け
ら
れ
る
土
地
で
、
次
世
代

の
た
め
に
、
心
温
ま
る
大
磯
を
つ
く

り
た
い
と
い
う
思
い
を
ま
す
ま
す
強

く
し
て
お
り
ま
す
。

　

長
引
く
経
済
不
況
で
地
方
自
治
体

の
財
政
状
況
は
想
像
以
上
に
厳
し
い

状
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
こ
そ
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
た
め
、
冷
静
に
考
え
、
判
断
す

る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
健
康
に
つ
い
て
も
、

高
齢
化
の
進
む
中
で
真
摯
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
町
民
の
皆
様
と
の

話
し
合
い
を
十
分
に
重
ね
、
と
も
に

経
営
す
る
町
の
実
現
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
が
急
速
に
進
む

時
代
に
あ
っ
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
財
政
の

健
全
化
や
環
境
保
護
、
地
域
経
済
の

発
展
は
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
課

題
で
あ
り
ま
す
。

　

私
に
と
り
ま
し
て
は
、
町
民
の
皆

様
と
と
も
に
努
力
し
、「
町
民
の
た
め

の
町
政
」
の
実
現
を
目
指
す
最
初
の

年
と
な
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
か
ら

は
、
多
く
の
提
案
や
時
に
は
苦
言
を

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
真
摯
に
受
け
と
め
町
政
を
前

向
き
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後

と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
２
０
１
１
年
が
皆
様
に

と
り
ま
し
て
、
幸
多
く
実
り
の
多
い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

大磯町長　中﨑久雄

中﨑久雄中﨑久雄

町民のための
　町政を目指して !!

町
政
の
発
展
に
尽
力

▲登庁式で花束を受け取る中﨑町長（右）

ち
ゅ
う
じ
ょ

民
生
委
員
児
童
委
員

民
生
委
員
児
童
委
員

民
生
委
員
児
童
委
員
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